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ト新しい市議会がスター

就
任
あ
い
さ
つ

甲
府
市
議
会
議
長

飯

沼

忠

ザ甲

清i
水i
節長

子

去
る
四
月
の
統

一
選
挙
の
結
果
、
新
た
に
構
成
さ

れ
た
甲
府
市
議
会
五
月
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
各

位
の
御
推
挙
に
よ
り
栄
誉
あ
る
議
長
、
副
議
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
私
ど
も
に
と
り
ま
し
て
、
誠
に
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
市
も
山
本
市
政
第
二
期
目
を
迎
え
、
生
活
者
重

視
の
「
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
ひ
ら
か
れ
た
市

政
の
実
現
」
を
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、
市

民
の
声
や
願
い
を
基
本
と
し
た
「
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ

ン
」
及
び
「
エ
コ
ー
プ
ラ
ン
」
の
推
進
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
第
三
次
総
合
計
画
の
見

直
し
の
年
で
も
あ
り
、
市
議
会
と
し
て
も
、
こ
れ
ら

推
進
に
あ
た
っ
て
社
会
経
済
情
勢
を
的
確
に
把
握
す

る
中
で
、
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
が
十
分
反
映
さ

れ
る
よ
う
論
議
を
尽
く
し
、
二
十
一
世
紀
へ
の
市
民

の
夢
を
託
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
発
展
に
努
力
し
て
い

く
考
え
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
よ
り

一
層
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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委

員

長

副

委

員

長

委

員
清

水

節

子

山
村
勝
一

加

藤

裕 長
議
会
の
構
成
決
ま
る

市
議
会
改
選
後
の
初
議
会
で
あ
る
臨
時
市
議
会
は
、
五
月
十
八
日
に
招
集
さ
れ
、

会
期
を
一
日
と
定
め
、
正
副
議
長
な
ど
新
議
会
の
構
成
と
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
補

正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
、
収
入
役
、
監
査
委
員
の
選
任
等
六
議
案
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。

正
副
議
長
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
指
名
推
せ
ん
に
よ
り
、
第
七
十
六
代
議
長
に
飯

沼
忠
氏
(
新
政
ク
ラ
ブ
)
が
、
第
八
十
七
代
副
議
長
に
は
清
水
節
子
氏
(
新
政
ク
ラ

ブ
)
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
に
お
け
る
内
部
審
査
機
関
と
し
て
、
条
例
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る

四
つ
の
常
任
委
員
会
、
並
び
に
議
会
運
営
、
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
な
ど
調
査

す
る
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
を
選
任
し
、
さ
ら
に
組
合
議
員
、
議
会
選
出
監
査
委

員
等
を
選
出
し
て
議
会
構
成
を
終
わ
る
と
と
も
に
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
も
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。
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総

務
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会

委

員

長

副

委

員

長

委

員
中
西

宮
川

堀
内

文民

教生

委

員

会
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定
数
九
人

久
章
司

征
治

雨石飯早出川
宮原沼川井 名

年 武数 正
江剛忠男馬剛

定
数
九
人

斉

藤

憲

二

海
野
平
八
郎

上

田

英

文

原

田

英

行

保
坂

一
夫

大
村
幾
久
夫

経

済
部
市
開
発

委

員

会

委

員

長

副

委

員

長

委

員
依

田

敏

夫

谷

川

義

孝

細

田

清

水建

道設

委

員

会

委

員

長

副

委

員

長

委

員
堀

口

菊

雄

駒

木

明

福

永

稔

定
数
九
人

山柳牛小金小
田沢奥沢丸野

暢公綱三雄
厚幸貴雄郎造

定
数
九
人

岡清森内末秋
田水沢藤木山

俊幸幸隆雅
修彦夫男義司

連機

営会

委

員

会

委

員

長

副

委

員

長

委

員
上

田

英

文

小

野

雄

造

谷

川

義

孝

岡

田

修

斉

藤

憲

二

堀宮出依早牛森
内川井田川奥沢

選議
出会

監
査
委
員
に

内

藤

幸

男

氏 定
数
十
二
人

征章数敏武公幸
治司馬夫男貴夫

議
会
選
出
の

監
査
委
員
牛
奥

公
貴
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、

新
た
に
内
藤
幸
男
氏
を
選
任
す
る
議
案

が
今
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
全
員
異
議
な
く
同
意
す
る
こ
と
と

決
し
ま
し
た
。

軒
副
司
幅
一
談
話
を
選
挙

前
期
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
本

市
選
出
の
組
合
議
会
議
員
十
二
人
の
選

挙
が
行
わ
れ
、
指
名
推
薦
に
よ
り
、
次

の
各
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

小

沢

綱

雄

早
川

中

西

久

上

田

英武
文男

堀宮飯森
内 川 沼 沢

憲数正
二剛馬剛

征章幸
治司忠夫

斉 石 出 川
藤原井名

収

入

役

に

中

山

氏

監
査
委
員
に
古
屋
氏

を
同
意

本
臨
時
会
に
、

三
月
三
十

一
日
付
で

退
職
し
た
三
浦
恒
則
収
入
役
の
後
任
に

中
山
進
氏
を
、
同
じ
く
種
目
源
夫
監
査

委
員
の
後
任
と
し
て
、
古
屋
進
氏
を
選

任
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

同
意
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
を
承
認

専
決
処
分
(
甲
府
市
市
税
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
)
、

専
決
処
分
(
平
成
六
年
度
甲
府
市

一
般

会
計
補
正
予
算
(
第
六
号
)
)
、
専
決

処
分
(
平
成
六
年
度
甲
府
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
三
号
)
)

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
当
局
原
案
の

と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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市
政
の
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
、
本
会
議

で
議
員
全
員
が
参
加
し
て
審
査
す
る
よ

り
も
、
幾
つ
か
の
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

そ
れ
ぞ
れ
を
専
門
的
に
相
談
し
た
ほ
う

が
討
議
が
深
め
ら
れ
、
能
率
も
上
が
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
議
会
の
中
に
予
備

審
査
的
な
機
関
と
し
て
委
員
会
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
に
は
、
常
設
さ
れ
る
常
任
委

員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
と
条
例
・
予

算
・
決
算
な
ど
必
要
に
応
じ
て
審
査
す

る
特
別
委
員
会
が
あ
り
、
議
会
か
ら
付

託
さ
れ
た
議
案
や
請
願
・
陳
情
の
審
査
、

決
め
ら
れ
た
受
け
持
ち
事
項
(
所
管
事

項
)
の
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

委
員
会
に
は
委
員
長
が

一
名
お
り
、

必
要
の
都
度
、
委
員
長
が
委
員
会
を
招

集
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
市
議
会
の
常
任
委
員
会
は
、
総
務
・

民
生
文
教
・
経
済
都
市
開
発
・
建
設
水

道
の
四
つ
が
あ
り
、
議
員
は
必
ず

一
つ

の
常
任
委
員
会
の
委
員
に
な
る
こ
と
と

さ
れ
、
任
期
は

一
年
、
一
委
員
会
の
定

員
は
九
人
と
、
議
会
運
営
委
員
会
の
委

員
の
任
期
は

一
年
、
定
数
は
十
二
人
と

そ
れ
ぞ
れ
条
例
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
委
員
会
は
、
「
都
市
構
想
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
、
「
新
病
院

建
設
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
が

六
月
定
例
会
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
設
置

さ
れ
、
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。
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甲
府
市
立
学
校
適
正
配
置

審
議
会
条
例
の
制
定

な
ど

L6月一」

「定例会1

十
五
案
件
を
可
決

甲府市議会だより

六
月
定
例
会
は
、
六
月
八
日
に
招
集

さ
れ
、
会
期
を
十
六
日
ま
で
の
九
日
間

と
決
め
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
補
正

予
算
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
人
事
案
件
な

ど
十
五
案
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

招
集
日
に
は
、
提
案
理
由
の
説
明
に

続
い
て
、
「
オ
ウ
ム
真
理
教
の
早
期
解

散
と
施
設
の
撤
去
を
求
め
る
決
議
案
」

が
議
員
提
案
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
政
一
般
質
問
及
び
議
案
に
対
す
る

質
疑
は
、
各
会
派
よ
り
十
名
が
代
表
質

問
・

一
般
質
問
を
行
い
、
市
長
等
に
答

弁
を
求
め
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
で
は
、
本
会
議
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
付
託
さ
れ
た
所
管
の
案

件
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
査
を
し
ま
し

た。

第106号

そ
し
て
、
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、

各
常
任
委
員
長
よ
り
付
託
案
件
の
審
査

結
果
が
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
も
当
局
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
提
案
さ
れ
た
「
戦
後
五
十
年
に
あ

た
っ
て
の
決
議
案
」
に
つ
い
て
は
、
賛

成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

(3) 

こ
の
ほ
か
、
国
へ
の
意
見
書
提
出

一
件
を
可
決
し
、
さ
ら
に
、
特
別
委

員
会
と
し
て
、
「
都
市
構
想
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
」
、
「
新
病
院

建
設
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」

の
設
置
を
そ
れ
ぞ
れ
決
め
、
定
例
会

を
閉
会
し
ま
し
た
。

先
月
完
例
会

審
議
民
経

6
月
8
日
同
開
会
、
提
案
理
由
の
説
明

9
日
刷
閣
議
案
調
査
の
た
め
休
会

ω日
却
}

川
}
休
会

日
日
側
一

ロ
日
開
〕
本
会
議
、
質
疑
及
び
市

日
日

ω}
政
一
般
質
問

は
日
同
本
会
議
、
質
疑
及
び
市

政
一
般
質
問
、
各
常
任

委
員
会
付
託

各
常
任
委
員
会

本
会
議
、
各
常
任
委
員

長
報
告
、
閉
会

日
日
同

日
日

ω

市
政
全
般
に
対
す
る
代
表
質
問
・
一
般
質
問
は
十
二
目
、
十
三
日
、
十
四
日
の
三

日
間
行
わ
れ
、
各
会
派
よ
り
十
名
の
議
員
が
市
の
考
え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。

主
な
質
問
と
答
弁
の
一
部
に
つ
い
て
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

来
庁
者
用
駐
車
場
整
備

N
T
T
錦
局
・
西
庁
舎
取
り
壊
し

新
庁
舎
建
設
・
中
央
消
防
署
移
転
は

し
の
な
か
で
位
置
付
け
、
将
来
の
財
源

見
直
を
行
い
準
備
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、

N
T
Tと

の
交
換
移
転
に
よ
っ
て
整
形
さ
れ
た
現

在
地
、
他
の
公
共
用
地
、
ま
ち
ゃ
つ
く
り

の
拠
点
性
、
広
域
的
対
応
等
慎
重
に
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
建
設
年
次
等
明
確
な
提
案

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

N
T
Tと
の
換

地
が
整
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
面
の
有

効
な
対
策
と
し
て
、
経
済
性
も
考
え
て

当
初
計
画
の
変
更
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

西
庁
舎
を
取
り
壊
す
代
替
と
し
て
民
間

ピ
ル
を
賃
借
す
る
こ
と
と
し
、
不
便
を

か
け
て
い
る
市
民
用
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス

と
す
る
事
と
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
震
災
時
の
避
難
場
所
に
も

【問】

N
T
T錦
局
と
の
交
換
移
転
後

の
庁
舎
整
備
計
画
の
変
更
等
、
市
の
庁

舎
に
関
す
る
取
り
組
み
は
、

一
貫
性
に

欠
け
る
と
思
わ
れ
る
、
庁
舎
建
設
に
対

す
る
考
え
方
を
示
せ
。

窪
田
】
新
庁
舎
は
、
高
次
の
都
市
機
能

の
中
枢
施
設
と
し
て
、
本
市
の
中
心
性

も
考
慮
に
入
れ
た
拠
点
施
設
と
し
て
、

ま
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
防
災
救

援
の
拠
点
施
設
と
し
て
も
建
設
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
新
庁
舎
建
設
に
は
、
多
額

の
費
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
一
定
の

基
金
の
準
備
が
必
要
で
も
あ
り
、
ま
た
、

特
別
な
財
源
対
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
本
年
度
予
定
し
て
い

る
第
三
次
総
合
計
画
後
期
計
画
の
見
直

な
り
得
る
と
思
い
ま
す
。

【問】

N
T
T錦
局
と
の
用
地
交
換
に

伴
う
中
央
消
防
署
の
移
転
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
新
た
な
土
地
を
確
保
し
、
庁
舎

を
新
築
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

広
域
的
な
消
防
力
を
考
え
、
市
北
部
に

建
設
用
地
を
取
得
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

【
答
】
中
央
消
防
署
の
移
転
問
題
に
つ

い
て
は
、
移
転
先
が
明
確
に
な
っ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
現
庁
舎
を
来
年
三
月

ま
で
賃
借
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

移
転
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
域

事
務
組
合
に
属
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
北
部
地
域
も
含
め
、
甲
府
市
の
消

防
機
能
を
強
化
す
る
方
向
で
広
域
関
係

町
村
と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
間
】
中
心
街
の
活
性
化
対
策
と
し
て
、

中
心
商
庖
街
の
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

や
ナ
イ
ト
バ
ザ
l
ル
等
の
検
討
が
必
要

と
考
え
る
が
。

【
答
】
甲
府
市
商
業
活
性
化
協
議
会
に

お
い
て
活
性
化
策
の
提
言
の
柱
と
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
の
立
案

・
夜
の
賑
わ
い
の
演

出
等
集
客
力
を
高
め
る
各
種
事
業
が
考

え
ら
れ
て
お
り
、
商
白
街
連
盟
、
オ
リ

オ
ン
通
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー

検
討
委
員
会
で
も
具
体
的
な
検
討
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
本
市
と
い
た
し

ま
し
で
も
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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小
中
程
プ
j
引
の

衛
生
管
理
状
況
は

【
間
】
小
中
学
校
の
プ
l
ル
の
浄
化
施

設
設
置
状
況
及
び
衛
生
管
理
状
況
、
今

後
の
方
策
を
示
せ
。

窪
田】
小
中
学
校
の
プ
l
ル
の
浄
化
施

設
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
か

ら
設
置
が
始
ま
り
、
そ
れ
以
降
の
新
設

及
び
改
築
、
並
び
に
改
修
の
プ
l
ル
に

は
す
べ
て
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
六
年
度
ま
で
の
未
設
置
校
は
、

小
学
校
二
十
六
校
中
十
二
校
、
中
学
校

十
校
中
三
校
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
年
次
的
に
計
画
し
、
未
設
置
校
解

消
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

次
に
プ
l
ル
の
衛
生
管
理
状
況
で
す

が
、
学
校
保
健
法
に
よ
る
「
学
校
環
境

衛
生
の
基
準
」
に
基
づ
い
て
、
学
校
の

実
態
に
即
し
、
水
泳
プ
l
ル
の
衛
生
的

な
保
持
・
点
検
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
プ
ー
ル
薬
剤
と
そ
の
使
用
方

法
、
プ
ー
ル
水
の
衛
生
管
理
等
に
つ
い

て
、
教
職
員
を
対
象
に
学
習
会
を
行
い
、

プ
!
ル
事
故
防
止
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

恥

E
T
E
-
a
d
R
v
r

遊
亀
公
園
〆

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

計
画
は

甲府市議会だより平成7年 8月1日

【
問
】
遊
亀
公
園
整
備
構
想
に
つ
い
て

は
、
検
討
委
員
会
に
よ
り
平
成
六
年
三

月
に
当
局
に
対
し
て
報
告
書
が
提
出
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度

の
整
備
計
画
は
。

窪
田】
遊
亀
公
園
並
び
に
附
属
動
物
園

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
遊
亀
公
園
整
備

構
想
の
策
定
に
あ
た
り
、
検
討
委
員
会

に
お
い
て
協
議
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、

地
域
住
民
や
市
民
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
る
と
と
も
に
、
昨
今
の
経
済
状
況
を

十
分
に
考
慮
し
、
総
合
計
画
見
直
し
の

中
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
計
画
の
位
置
づ

け
を
行
い
、
年
次
的
に
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す。
最
も
優
先
し
て
整
備
す
べ
き
課
題
は

動
物
園
の
獣
舎
の
改
築
と
池
の
改
修
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
本
年
度
は

猛
獣
舎
の
改
築
に
着
手
す
る
と
と
も
に

池
の
整
備
に
係
る
調
査
測
量
と
基
本
設

計
の
策
定
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【問
】
小
規
模
校
と
大
規
模
校
の
教
育

環
境
の
格
差
是
正
等
、
早
急
に
学
区
見

直
し
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

学
区
再
編
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
経
過
と

甲
府
市
立
学
校
適
正
配
置
審
議
会
の
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
示
せ
。

窪
田
】
学
区
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
「
小
中
学
校
適
正
規
模
化
調
査
検

討
委
員
会
」
や
「
学
校
適
正
規
模
化
を

考
え
る
教
育
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
書
の
提
出
が
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
こ
れ

ら
の
経
過
も
含
め
ま
し
て
、
新
た
な
組

織
と
し
て
、
今
議
会
に
「
甲
府
市
立
学

校
適
正
配
置
審
議
会
条
例
」
を
提
案
し

た
次
第
で
す
。
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

き
ま
し
て
は
、
議
決
を
得
ま
し
た
後
、

た
だ
ち
に
委
員
の
選
任
を
慎
重
か
つ
適

切
に
行
い
、
ま
ず
委
員
へ
の
市
立
学
校

の
現
況
等
を
深
く
ご
理
解
を
い
た
だ
く

中
で
、
審
議
会
に
諮
問
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
計
画
で
進
め
て
行
く
よ
う
考
え
て

お
り
ま
す
。

【
問
】
新
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
本
市

と
し
て
全
国
に
誇
れ
る
図
書
館
と
し
て

誕
生
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
が
、
建
設

に
む
け
て
の
考
え
方
を
示
せ
。

窪
田
】
新
図
書
館
建
設
は
、
ゆ
と
り
と

豊
か
さ
、
生
涯
学
習
の
推
進
を
掲
げ
、

人
間
性
豊
か
な
社
会
を
創
造
し
、
生
涯

に
わ
た
る
学
習
が
で
き
る
よ
う
な
活
動

の
場
と
情
報
の
提
供
を
行
い
、
共
に
学

び
あ
う
社
会
ず
つ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
建
設
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

新
図
書
館
は
、
新
し
い
発
想
の
基
に

活
字
ば
か
り
で
な
く
、
視
聴
覚
教
材
や

A
V資
料
を
導
入
し
、
甲
府
市
圏
域
の

市
町
村
を
は
じ
め
県
下
の
図
書
館
と
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
び
、
よ
り

一
層
の

サ
ー
ビ
ス
を
図
り
、
全
国
に
誇
れ
る
図

書
館
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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私
は
、
こ
の
度
、
多
く
の
皆
様
の

御
支
援
を
い
た
だ
き
、
第
三
十
四
代

甲
府
市
長
と
し
て
の
職
責
を
再
び
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
と
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
市
民
の
声
や
願

い
を
基
本
と
し
た
「
レ
イ
ン
ボ
ー
プ

ラ
ン
」
及
、
び
「

エ
コ
ー
プ
ラ
ン
」
を
、

市
民
と
の
更
な
る
信
頼
と
協
調
の
も

と
、
着
実
に
推
進
す
る
決
意
を
、
新

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
住
民
の

主
体
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
公
平
で
公

正
な
民
主
的
運
営
を
基
本
と
し
て
、

常
に
市
民
の
心
を
心
と
し
た
市
民
党

的
立
場
を
堅
持
し
、
市
民
本
意
の
市

政
を
職
員
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

地
方
自
治
は
、
人
口
の
減
少
や
長

寿
社
会
を
迎
え
、
新
た
な
地
域
連
携

を
確
立
し
、
活
性
化
の
図
れ
た
地
域

社
会
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
本
市
は
、
全
国

平
均
を
上
回
る
速
さ
で
長
寿
社
会
を

迎
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
将
来
生

活
へ
の
不
安
に
対
す
る
医
療
や
ケ
ア
ー

な
ど
の
充
実
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の

(5) 

社
会
を
支
え
る
人
材
育
成
、
教
育
、

公
的
施
設
整
備
、
産
業
の
振
興
、
都

市
基
盤
の
整
備
、
更
に
は
行
政
区
域

を
越
え
た
広
域
圏
行
政
へ
の
取
り
組

み
な
ど
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
お
り

ま
す
。そ

こ
で
私
は
、
新
た
な
時
代
へ
の

甲
府
市
創
造
の
た
め
、
次
の
七
つ
を

こ
れ
か
ら
の
政
策
大
綱
と
し
て
ま
い

り
ま
す
。

第
一
は
、
人
に
や
さ
し
い
男
女
共

生
の
ま
ち

c

つ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

第
二
は
、
活
力
に
満
ち
た
長
寿
社

会
の
実
現
で
あ
り
ま
す
。

第
三
は
、
ゆ
と
り
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

第
四
は
、
快
適
な
生
活
環
境
の
ま

ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

第
五
は
、
活
力
あ
る
産
業
都
市
の

創
造
で
あ
り
ま
す
。

第
六
は
、
広
域
的
視
点
に
立
っ
た

ま
ち
。
つ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

第
七
は
、
自
然
災
害
等
へ
の
防
災

体
制
の
整
っ
た
安
全
都
市
の
実
現
で

あ
り
ま
す
。

財
政
見
通
し
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
も
の
が
あ
り
、
行
政
課
題
を
確

実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
は
、
多
く

の
困
難
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

行
財
政
の
効
率
的
執
行
に
努
め
、

二

十

一
世
紀
を
展
望
し
た
活
力
あ
る
ま

ち
a

つ
く
り
に
全
力
を
挙
げ
て
努
め
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

円マ
戦
後
'Z
五
宅

平
和
と
不
戦
意
識

の
高
揚
を

【問】

戦
争
の
終
結
か
ら
五
十
年
の
今

年
、
七
月
六
日
の
甲
府
空
襲
の
日
を
中

心
に
、

平
和
都
市
宣
言
事
業
を
大
々
的

に
行
い
、、
市
民
の
平
和
と
不
戦
の
意
識

を
高
揚
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

【
答
】
平
和
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
、

す
べ
て
の
人
々
の
切
な
る
願
い
で
あ
り

二
度
と
悲
惨
な
戦
禍
が
起
き
な
い
よ
う

に
と
願
い
を
込
め
、
昭
和
五
十
七
年
に

本
市
は
、

「核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣

言」

を
行
い
、
継
続
的
に
各
種
の
平
和

事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
と
に
本
年
は
、
終
戦
五
十
年

・
甲

府
空
襲
五
十
年
の
節
目
に
当
た
る
こ
と

か
ら
、
七
月
六
日
を
中
心
に
、
経
常
的

事
業
の
ほ
か
、
市
民
の
直
接
参
加
に
よ

る
特
別
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
「
甲
府
空
襲
展

・
広
島
原
爆

展
」
を
同
時
開
催
す
る
ほ
か
、
市
民
が

一
堂
に
会
し
、
平
和
の
尊
さ
、
そ
の
思

恵
を

一
人
ひ
と
り
が
再
認
識
す
る
よ
う

「
市
民
平
和
の
つ
ど
い
」

と
し
て
、
広

島
原
爆
の
語
り
部
に
よ
る
被
爆
証
言
、

市
民
三
世
代
の
参
加
に
よ
る
平
和
音
楽

祭
を
合
わ
せ
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
各
種
の
関
連
事
業
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
平
和
祈
念
シ
ン
ボ

ル
塔
の
設
置
な
ど
平
和
を
願
う
心
が
永

遠
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
を
訴
え
て
ま

い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
業
を
通
し
て
、
市
民
と

と
も
に
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
や
悲
惨
さ
を

再
認
識
し
、
平
和
を
希
求
す
る
心
を
醸

成
し
、
市
民
意
識
の

一
層
の
高
揚
を
図

る
よ
う
、
今
後
も
積
極
的
に
平
和
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

開
地
域
防
紛
紛
第
ー

安
全
な都

市
づ
く
り
を

【問】

安
全
な
都
市
。
つ
く
り
は
、
自
然

災
害
時
の
み
の
対
策
だ
け
で
な
く
平
常

時
に
お
け
る
地
域
防
災
対
策
の
具
体
的

計
画
が
必
要
と
考
え
る
が
。

窪
田
】
安
全
な
都
市
、
つ
く
り
の
施
策
は
、

平
常
時
か
ら
、
計
画
的
か
つ
総
合
的
に

実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
公
共
施
設
の
耐
震

及
び
不
燃
化
の
建
設
、
防
災
空
間
の
整

備
と
し
て
、
公
園
・
緑
地
帯
・
道
路
の

新
設
等
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
の
あ
る
街

づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ソ
フ
ト

面
で
は
、
情
報
の
収
集
伝
達
の
徹
底
、

初
動
活
動
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
の

確
立
、

加
え
て
自
主
防
災
組
織
の
充
実

強
化
と
全
市
民
参
加
の
総
合
防
災
訓
練

等
を
行
い
、
平
素
か
ら
安
全
な
都
市
ご
つ

く
り
を
め
ざ
し
、
地
域
防
災
対
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

V
女
性

J
A

弘前彰
彦
号

骨
粗
し
よ
う
症
検
診

対
象
年
齢
の
拡
大
は

【
問
】
骨
粗
し
よ
う
症
の
検
診
に
つ
い

て
は
、

三
十
歳
代
の
女
性
を
対
象
に
実

施
し
て
い
る
が
、
対
象
年
齢
を
拡
大
す

る
考
え
は
な
い
か
。

【答】

骨
粗
し
よ
う
症
は
骨
折
等
の
基

礎
疾
患
と
な
り
、
高
齢
社
会
の
進
展
に

よ
り
、
そ
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
早
期
に
発
見
・
予
防
す
る
こ
と

が
大
切
と
考
え
、

今
年
度
か
ら
女
性
の

健
康
守
つ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
三
十

歳
代
を
対
象
に
検
診
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
実
績
を
見
な
が
ら
、

十
八
歳
か
ら
二
十
九
歳
ま
で
の
検
診
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
国
に
お
い
て
は
、
平
成
七
年

度
か
ら
老
人
保
健
事
業
の
補
助
事
業
の

中
に
四
十
歳
・
五
十
歳
の
節
目
検
診
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

本
市
と
い

た
し
ま
し
で
も
、
今
後
、
人
間
ド
ッ
ク

等
へ
の
骨
粗
し
よ
う
症
検
診
の
組
み
入

れ
を
検
討
し
、
早
期
に
実
施
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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。
駐
車
場
整
備
等
に
係
る
庁
舎
管
理
費

補
正
予
算
を
可
決

平
成
七
年
度
予
算
編
成
後
聞
も
な
い

こ
の
時
期
に
、
補
正
予
算
を
編
成
し
た

経
過
と
庁
舎
に
関
す
る
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
論
議
が
集
中
し
ま
し
た
。

N
T
T錦
ビ
ル
に
つ
い
て
は
、
取
得

後
、
事
務
室
と
し
て
利
用
す
る
と
の
当

初
計
画
が
急
き
ょ
変
更
に
な
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
計
画
性
に
欠
け
る
の
で
は

な
い
か
と
た
だ
し
た
の
に
対
し
、
西
庁

舎
の
構
造
上
の
問
題
点
ゃ
、

N
T
T錦

ビ
ル
の
改
修
方
法
等
を
総
合
的
に
検
討

し
た
結
果
、
錦
ビ
ル
を
事
務
室
と
し
て

利
用
す
る
場
合
は
、
今
後
も
相
当
の
改

修
が
必
要
と
な
り
、
財
政
負
担
も
大
き

な
も
の
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
不
足
す

る
事
務
室
は
民
間
ビ
ル
を
借
り
上
げ
る

こ
と
と
し
、
取
得
地
は
来
庁
市
民
の
駐

車
場
と
し
て
整
備
し
利
用
す
る
こ
と
と

し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
当
初
予
算
の
編
成
時

に
こ
れ
ら
の
こ
と
は
検
討
さ
れ
て
い
な

く
て
は
な
ら
ず
、
庁
舎
に
関
す
る
取
り

組
み
は
不
十
分
で
は
な
い
の
か
、
新
庁

舎
に
つ
い
て
の
展
望
を
明
ら
か
に
し
、

総

務

委

員
A 
~ 
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早
期
に
具
体
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
た
だ
し
た
の
に
対
し
、

今
後
に
お
い
て
は
、
計
画
性
を
も
っ
て

対
応
し
、
十
年
程
度
を
目
安
に
具
体
化

し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
防
災
対
策
の
施
さ
れ

た
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
の
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
の
で
、
早
急
に
計
画
を
具

体
化
さ
せ
る
こ
と
を
要
望
す
る
意
見
が

あ
り
、
全
員
異
議
な
く
当
局
原
案
の
と

お
り
可
決
す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
途
中
で
次
の
よ
う
な

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
十
分
な

検
討
を
行
い
、
議
会
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
得
る
と
共
に
、
早
期
の
具
体
化

を
図
る
こ
と
。

一
庁
舎
建
設
の
た
め
の
基
金
積
立
を

行
う
こ
と
。

一
新
庁
舎
の
建
設
は
、
現
在
地
に
の

み
こ
だ
わ
ら
ず
検
討
す
る
こ
と
。

一

民
間
ビ
ル
に
移
転
す
る
事
務
部
局

の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
へ
の

影
響
を
十
分
考
慮
す
る
こ
と
。

一
拡
張
し
た
駐
車
場
も
、
士
・
日
曜

日
に
市
民
へ
解
放
す
る
こ
と
。

一

中
央
消
防
署
の
移
転
用
地
は
、
広

範
な
市
域
を
見
通
し
た
中
で
検
討
す

ヲ
匂
》
」
ル
」
。

。
四
案
件
を
可
決

甲
府
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

な
ど
四
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
全

員
異
議
な
く
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決

す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

文民

教生

員
A 
コヨE

委

A-甲
府
市
立
学
校
適
正
配
置
審
議
会
条

例
を
制
定

市
内
中
心
部
の
小
学
校
統
廃
合
、
学

区
再
編
に
つ
い
て
は
、
早
急
に

一
定
の

方
向
付
け
を
一
不
す
よ
う
強
く
要
望
す
る

意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
他
、
委
員
の
選
任
、
運
営
に
あ

た
っ
て
は
十
分
留
意
す
る
よ
う
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

。
甲
府
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に

つ
い
て
は
、
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

は
、
将
来
的
に
は
、
低
所
得
者
を
含
め

た
国
保
加
入
者
全
体
の
保
険
料
引
き
上

げ
が
予
測
さ
れ
る
と
の
反
対
意
見
が
あ

り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
多
数
を

も
っ
て
可
決
す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

こ
の
他
四
案
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
全
員
異
議
な
く
当
局
原
案
の
と
お

り
可
決
す
る
も
の
と
決
し
、
ま
た
請
願

一
件
を
採
択
す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

水建

道設

貝

A 
~ 

委

。
付
託
さ
れ
た
案
件
を
全
て
可
決

市
道
路
線
の
認
定
な
ど
三
案
に
つ
い

て
は
、
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る

も
の
と
決
し
ま
し
た
が
、
工
事
請
負
契

約
の
変
更
契
約
締
結
に
つ
い
て
は
、
慎

重
な
調
査
を
行
い
、
工
期
の
変
更
が
な

い
よ
う
要
望
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

本
市
中
央
地
区
を
中
心
に
し
た
市

街
地
活
性
化
を
図
る
た
め
、
ア
ス
テ
イ

甲
府
の
有
効
利
用
と
市
庁
舎
並
び
に

中
央
地
区
の
学
校
配
置
を
有
機
的
に

結
合
さ
せ
、
土
地
利
用
の
高
度
化
を

図
る
等
、
人
口
減
少
問
題
と
地
震
等

災
害
に
強
い
街
。
つ
く
り
の
た
め
の
都

市
構
想
に
関
す
る
諸
問
題
を
調
査
研

究
す
る
特
別
委
員
会
が
、
六
月
定
例

会
の
最
終
日
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
十
六
日
か
ら
調
査
目
的
終
了

ま
で
、
閉
会
中
も
継
続
し
て
調
査
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

都

市

構

想

に

関

す

る

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

副
委
員
長

委

員内

藤

幸

男

牛

奥

公

貴

末

木

隆

義

柳

沢

暢

幸

保

坂

一

夫

石

原

剛

秋

山

雅

司

雨

宮

年

江

敏
夫

山斉堀岡清谷川森小宮
田藤内田水川名沢沢川

憲征 俊義正幸綱章
厚 二 治 修 彦 孝 剛 夫 雄 司

複
雑
か
っ
多
様
化
す
る
医
療
ニ

ー

ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
中
核

病
院
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
明
確
に

し
、
二
十
一
世
紀
に
む
け
て
の
市
民

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
及
び
周
辺

地
区
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
の
調
査

研
究
を
目
的
と
し
て
、
六
月
定
例
会

の
最
終
日
に
、
「
新
病
院
建
設
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

六
月
十
六
日
か
ら
調
査
目
的
終
了

ま
で
、
閉
会
中
も
継
続
し
て
調
査
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

調新
オミ泊三主
E ‘ 予肉

特院
型建
歪設
去に

z関
設す
置る

副
委
員
長

委

員中

西

久

小

野

雄

造

原

田

英

行

山
村

勝

一

福

永

稔

大
村
幾
久
夫

英
文

出

井

数

馬

早

川

武

男

堀

口

菊

雄

海
野
平
八
郎

駒

木

明

金
丸

三
郎

加

藤

裕

細

田

清
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政府

関係機関

「
学
校
週
五
日
制
」
の

早
期
完
全
実
施
を

求
め
る
意
見
書

「
学
校
週
五
日
制
」
は
、
多
様
な

可
能
性
を
も
っ
子
ど
も
た
ち
が
学
校
・

家
庭

・
地
域
社
会
の
中
で
バ
ラ
ン
ス

よ
く
学
び

・
遊
び
、
ゆ
た
か
な
生
活

体
験
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
創
造

性
ゆ
た
か
な
人
格
の
形
成
を
は
か
る

た
め
に
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
平
成
四
年
九
月
実
施
以

来
、
制
度
と
し
て
定
着
す
る

一
方
で
、

こ
請
願
・
陳
情
下

一

し

の
審
査
結
果

山
川
川
請
川
願
川
川
川

V
採
択
さ
れ
た
も
の

〔
民
生
文
教
委
員
会
〕

O
「
学
校
週
五
日
制
」
の
早
期
完
全
実

施
を
求
め
る
た
め
の
請
願

(
甲
府
市
公

立
小
中
学
校
長
会
会
長

・
松
竪
貧
ほ
か
)

平
日
の
学
習
時
間
が
増
え
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
負
担
は
か
え
っ
て
重

く
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
現
在
の
学
習
指
導
要
領

の
抜
本
的
な
見
直
し
、
改
善
を
は
か

り
、
ゆ
と
り
あ
る
教
育
課
程
の
編
成

な
ど
必
要
な
諸
条
件
の
整
備
を
行
い
、

「
学
校
週
五
日
制
」
の
早
期
完
全
実

施
が
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

V
継
続
審
査
す
る
も
の

〔
民
生
文
教
委
員
会
〕

O
老
人
健
診
の
選
択
検
査
に
腹
部
超
音

波
検
査
を
追
加
す
る
こ
と
を
求
め
る
請

願

(
甲
府
共
立
老
人
健
診
連
絡
会
代
表
・

手
塚
佳
樹
)

O
中
学
校
完
全
給
食
を
求
め
る
請
願

(
甲
府
市
の
中
学
校
給
食
を
実
現
す
る

連
絡
会
会
長

・
小
林
豊
子
)

J
/
ド
1
レ
レ
レ
レ

V
V
V
レ

'

一議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う
何

本
会
議
で
は
、
皆
さ
ん
の
代
表
で
あ

る
議
員
の
活
動
や
、
市
政
の
方
針
、
審

議
状
況
を
直
接
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

次
の
定
例
会
は
、
九
月
の
予
定
で
す
。

いま め親り童車 会新
のお止 出れさ、 候捕者の 定例本会

人
委 委 。 し ご てしゃ だし六

4在
ら異いやく り重責 擁

員長おりす 」

決定り 金量議 推薦 に 護気軽ごまい伝おえ市民 ーを 例会 配に

要望す。紙面てコ 同お が編 よ
しの、 委

線内 3|7山田宮雨堀内原石保坂奥牛清水飯沼 おにな するのよ届けによ終わ 隼宋 り ま 諮人 員
四一 寄ど く t喜多しるり 委

跡部 決

OO七六厚年江征治剛夫貴公節子忠 下せざご にり eたふ わにくすま 吊議私共 員 ま
沙 諮が

るさい 努ミかの。 子 問提
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E萎轟草葺襲顔ご

早川武男
善光寺三丁目 2-8 
新政クラブ 10期

ft 32-1222 

依田敏夫
上石田三丁目 2-26 
新政クラブ 4期

ft 22-2356 

小野雄造
湯田一丁目 4-3 
新政クラブ 3期

包 35-3457

駒木 明
羽黒町740ー 10

新政クラブ l期
ft 51-0726 

福永 稔
上今井町275-10

21世紀クラプ 1期
包 41-2195 

t重
q 

秋山雅司
千塚四丁目 7-20 

公明 4期
ft 51-1618 

小沢綱雄
青沼二丁目 5ー 7
新政クラブ 10期

宮 35-1476

~ 
清水節子

伊勢四丁目21-1 
新政クラブ 4期

告 35-6510

末木隆義
金竹町 2-5 

新政クラプ 2期
告 24-3636

山村勝一
山宮町719

新政クラブ l期
信 51-1034

大村幾久夫
下飯田四丁目 6-20 

公明 3期
ft 28ー 7669

中西 久
美咲一丁目 2-11
新政クラブ 81羽

ft 51-3109 

森沢幸夫
千塚四丁目 2-5 
新政クラプ 4期

ft 52-0013 

海野平八郎
伊勢四丁目 8-4 
新政クラプ 2期

告 37-2071

柳沢暢幸
中央三丁目10-15
新政クラブ l期

ft 35-2472 

加藤 裕
千塚五丁目15-39
日本共産党 3期

ft 51-6973 

斉藤憲ニ
富竹二丁目 8-16 
民主クラブ 4期

包 26-3336

上田英文
下鍛冶屋町994

新政クラブ 8期
ft 41-6600 

牛奥公貧
善光寺三丁目33-32
新政クラブ 4期

信 37-0041

出 井 数 馬
上町1324-5 

新政タラプ 2期
ft 41-4584 

清水俊彦
中央四丁目12-29
新政クラプ l期

ft 28-0266 

岡田 修
国母七丁目 6-7 
日本共産党 4期

ft 26-1838 

細田 清
横根町53-9 

民主クラブ 3期
ft 37 -1591 

内藤幸男
境部三丁目 2-23 
新政クラブ 7期

ft 52-9185 

川 名 正 剛
西田町3-47リパティ向田104号

新政クラブ 4期
ft 52-2532 

谷川義孝
古府中町2784

新政クーラプ l期
ft 52-8387 

宮川章司
桜井町585-1 

21世紀クラブ 3期
包 32-0566

石原 剛
中小河原一丁目16-28

日本共産党 2期
ft 41-3561 

雨宮年江
平日戸町1195-2 

民主クラブ 2期
ft 32-4765 

@各議員の写真の下には氏名 ・住所 ・所属会派・当選回数・電話番号を掲載しであります。

なお、掲載順序は各会派順です。

堀口菊 雄
国母五丁目 3-35 
新政クラブ 5期

合 26-5843

飯沼 忠
山宮町1530-20

新政クラブ 3期
ft 51-3946 

原田英 行
国母四丁目 7-21 
新政クラブ l期

宮 24-4702

金 丸 三郎
伊勢二丁目7-11-505
21世紀クラブ 2期

ft 37-3600 

堀内征 治
宮原町39-8 
公明 4期
ft 41-8886 

山田 厚
北口三丁目 7ー 15
日本社会党 l期

告 52-0280


